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が現状でしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昔は、ごみ・下水処理場、工場の排気が悪臭苦情の主でありましたが、最近は建物の密接化 
や快適さへの関心が高まるにつれて、身近な臭気の苦情や対策も増えています。 
  例えば、商業ビルや飲食店の厨房排気臭、 
        マンション・ごみ集積場の生ごみ臭、 
          マンホールやビル排気口からの汚水槽臭  etc 

「悪臭防止法」でも①敷地境界②気体排出口③排出水の規制基準が確立し、ますます世間の 

排気臭に対する関心は高まるでしょう。 

また、室内の環境も同様、 
      様々な臭気や有害物質を含む外気 
        建材や防虫剤など化学物質による室内汚染  etc 
快適さへの関心が高まる一方、おいしい空気はなかなか得られないのが現状でしょう。 

日本デオドールは、｢より良い生活環境を創造する｣を社是として、創業以来一貫して暮らしの

中のにおいの問題に取り組んでまいりました。 
その基本にあるのは、“より自然に近い空気”“より快適な環境づくり”です。 
デオドール消・脱臭システムは 
   １．人体に“安全”なシステム 
      ２．環境にやさしいシステム 
         ３．迅速に対応できるシステム 
を確立し、現代社会のニーズに対応できるよう、におい環境対策の専門エンジニアリングとし

て、今後とも社会に貢献していく所存です。 

悪臭公害 
工場排気，厨房排気，ごみ処理場，除害設備排気 etc 

環境改善 
病院・老健施設内，多目的ホール，ホテル・ビルロビー，店舗内，事務所内， 
工場内，ごみ置場（マンションなど），公衆トイレ etc 

オフィス・家庭 
タバコ臭，生ごみ臭，ペット臭 etc 

悪臭公害の対策では迅速かつ慎重な対応策が重要なポイントです。 
現状を調査し、施設・設備に適したデオドール消・脱臭システムをご提案いたします。 
また、室内のリフレッシュ・リラックス空間のご提案をしています。 

日本デオドールの多種多様な商品・システムが様々なにおいに関する問題に対応しています。 

消・脱臭剤の寿命や機器の故障、汚れなどは悪臭の発生や消・脱臭効果の低減につながります。 
効果が平準化するように定期的な消・脱臭剤の交換や機器の点検・清掃などを行います。 

第２種臭気測定認定事業所 
現在、当事業所では８名の臭気判定士が在籍しており、悪臭対策において嗅覚測定法による臭気 
指数の測定や消・脱臭器の効果測定を行っております。 
嗅覚検査測定委託機関 
におい紙による嗅覚検査も実施しております。 
臭気調査業務 
においの発生源がわからない、どこからにおいが来るのかわからない etc、このような場合の 

臭気調査業務も請負っております。 

新たな事業として香りビーズの製造も始めました。２０年以上に亘る植物精油の発散システムを 
応用して香り発散システムも出来るようになりました。用途や香りの種類に応じた対応が可能です。 
香りを楽しむ環境つくりにご協力いたします。 

レンタカーは車の貸出し後、マンション・アパートでは引越し後ににおいのトラブルで悩んでいる方

が多いと思います。出張消臭はこのような悩みに対応できるサービスです。消臭に関する経験とノウ

ハウを生かして、迅速に、確実にかつ安全ににおいの問題を解決します。 

昭和 50 年夏、当時私（先代社長）はアメリカの GE 社と三井物産が合併で設立したエアコンメーカーに勤務していました。 

その GE 社のエンジニア達が仕事で日本に着き、彼らを宿泊するホテルに案内する途中の話です。 

丸の内のホテルの前でタクシーを降りた途端に何とも言えない鼻をつくニオイがマンホールから立ち上がってきました 

（今でも都心部ではよくある話ですが）。その時、彼らは“フィリピンやシンガポールよりもひどいニオイだな”などと 

早口の英語で話しているのです（私にわからないと思って!!）外見は先進国に追いついたようでも、中身は後進国だと 

言うようなことを言われて・・・ 

これはなんとかしなくてはと強く思い、いつかは“ニオイを消す仕事をしよう”“日本から嫌なニオイをなくそう”と心に決め

ました。                  【「臭気の研究 29 巻 1 号平成 10 年」“「におい」と私”より】 


